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研究成果の概要（和文）：本研究では，注意資源の減少ではなく，課題目標に対する認知システ

ムの馴化がヴィジランスの低下を引き起こしているという新たな仮説を立てた（馴化モデル）。

実験において，ヴィジランス課題中に実験参加者に課題切り替えを行わせたところ，ヴィジラ

ンスの低下は生じなかった。つまり，実験参加者がヴィジランス課題中に別の課題を行うこと

で，認知システムは脱馴化し，ヴィジランスは維持されたと考えられる。したがって，ヴィジ

ランスの低下における馴化モデルは支持された。 
 
研究成果の概要（英文）：We propose a new mechanism to account for the vigilance decrement, 
hypothesizing that it occurs because the cognitive control system fails to maintain active 
the goal of the vigilance task over prolonged periods of time (goal habituation). Further, 
we hypothesized that momentarily deactivating this goal (via a switch in tasks) would 
prevent the activation level of the vigilance goal from ever habituating. We asked 
observers to perform a visual vigilance task while maintaining four digits in memory. 
When observers were asked to sporadically recollect the digits during the vigilance task, 
the vigilance decrement was prevented. Our results present a direct challenge to the 
pervasive view that vigilance decrements are due to a depletion of attentional resources 
and provide a tractable mechanism to avert this insidious phenomenon in everyday life. 
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１．研究開始当初の背景 
我々は日常生活において，車の運転など数

時間以上連続する認知課題を行うことが多
い。しかし実際，そのような場面での課題遂

行成績は，時間経過に伴って低下する（ヴィ
ジランスの低下）。 
これまで，ヴィジランスの低下は注意資源

の枯渇によって生じると考えられてきた
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（Davies & Parasuraman, 1982）。注意資源
とは，認知システムが情報処理を行うために
必要な心的エネルギーのことであり，情報処
理の効率性は注意資源の多寡に依存すると
されている。 

しかし，日常場面を想像すると，我々は常
に何かに対して注意を向けていることに気
づく。例えば，本を読んでいるときは，本に
対して注意を向けている。本から目を逸らし
て空想にふけることもあるが，それでも空想
の内容に対して注意を向けている。時間経過
に伴って（あるいは資源が枯渇して），注意
をどこにも向けることができなくなるとい
う状況は直感的に想像しにくい。おそらく，
人間は，同じ対象に注意を向け続けることが
できなくても，別の対象に注意を向けること
は可能であろう。同様のことは，ヴィジラン
スの実験場面でも起こり得る。つまり，同じ
課題を繰り返し行うようなヴィジランス課
題では，実験参加者は実験開始時には課題に
対して注意を向けているものの，次第に課題
から注意が逸れ，課題とは関係のない別の事
柄（夕食のメニューや週末の予定など）に対
して注意を向け，それを考え始めるのではな
いかと推測される。 

現段階で，ヴィジランスの低下は不可避な
現象とされているが，私はヴィジランスの低
下は阻止することが可能な現象として再考
されるべきであると考えた。 
 
 
２．研究の目的 
Braver & Cohen（2000）は，人間が認知課

題を効率的に行うために，認知システムは課
題目標を常に活性化していなければならな
いと主張している。私は，同じ課題の繰り返
しであるヴィジランス課題では，図 1のよう
に，認知システムは課題目標に対して馴化し，
課題目標の活性度は徐々に低下するのでは
ないかと考えた。馴化とは，同じ刺激が持続
的に呈示されると，人間に限らず生体はその
刺激に対して徐々に反応しなくなるという
現象である。この現象に基づけば，認知シス
テムが同じ課題目標を持続的に活性化する
ことは難しい。本研究では，生体の情報処理
における基本的な現象である「馴化」に注目
し，人間のヴィジランスの低下に関わる認知
特性を解明することを目的とした。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1 ヴィジランスの低下における 
馴化モデル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2 ヴィジランスの低下を防ぐための 
脱馴化法 

 

 

以上の仮説に従えば，認知システムが課題
目標に対して馴化しなければ，ヴィジランス
は維持されるはずである。具体的には，図 2
のように，実験参加者に第二課題（課題の切
り替え）を行わせ，認知システムが特定の課
題目標に対して馴化するのを防ぐ（脱馴化
法）。 

本研究課題では，「ヴィジランスの低下は
認知システムの馴化によって生じる」という
新たな仮説（馴化モデル）を立て，(1)ヴィ
ジランスの低下を阻止する手法を基礎的実
験において確立し，(2)得られた知見を応用
的場面（特に車の運転場面）へ展開すること
を目指した。 
 

 

３．研究の方法 
第一段階として，ヴィジランス課題の最中

に，実験参加者に第二課題を行わせ，ヴィジ
ランス課題に対する認知システムの馴化を
防いだ（脱馴化法）。第二段階として，情動
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刺激などの強度の高い刺激を用いて，（課題
ではなく）単純な刺激呈示による脱馴化の効
果を調べた。 

基本的な課題として，実験参加者は，2 秒
おきに呈示される長い線分の中から，短い線
分を検出した（ヴィジランス課題，図 3）。以
下の3つの条件を参加者間で操作した（図4）。
統制条件の実験参加者はヴィジランス課題
のみを行った。切り替えなし条件の実験参加
者はヴィジランス課題に加え，記憶課題を行
った。ヴィジランス課題が始まる前に，参加
者は 4つの数字を記憶し，ヴィジランス課題
が終わった後に数字の再認テストが行われ
た。切り替えあり条件の実験参加者は切り替
えなし条件と同様に，ヴィジランス課題と記
憶課題を行った。この条件では，参加者が行
う課題の負荷は切り替えなし条件と同等で
あったが，ヴィジランス課題中に数字の再認
テストが行われた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 3 本研究で用いたヴィジランス課題 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 4 本研究で設定した条件 
 
 
４．研究成果 

統制条件，および切り替えなし条件の実験
参加者はヴィジランスの低下を示した（図 5）。
しかし，ヴィジランス課題中に課題切り替え
を行った条件（切り替えあり条件）の実験参
加者は，ヴィジランスの低下を示さなかった。
したがって，課題切り替えがヴィジランスの
低下を阻止するための有効な手法であるこ
とが示された（脱馴化法）。 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 5 実験の結果 
（数字無視条件では，切り替えなし条件と同
じ刺激系列が呈示されたが，実験参加者に記
憶課題は課せられなかった。） 
 
 
続いて，第二課題の頻度を操作した実験を

行い，脱馴化に必要な第二課題の性質を調べ
た。その結果，ヴィジランス課題に対して第
二課題の出現頻度が低いことが，認知システ
ムの馴化を防ぐための重要な要因であるこ
とがわかった。 
最後に，これまでに確立された脱馴化法に

基づいて，実験参加者の情動を喚起させる刺
激が認知システムの馴化を防ぐために有効
であるかを検討した。その結果，ヴィジラン
ス課題中に情動刺激が呈示されると，ヴィジ
ランスの低下は防止されることがわかった。 
本研究では，認知課題においてヴィジラン

スの低下を防ぐための脱馴化法を提案し，そ
の妥当性を明らかにした。ヴィジランスの低
下は注意資源の枯渇ではなく，認知システム
の馴化によって生じる。したがって，ヴィジ
ランスの低下は回避可能な現象であると言
える。また，ヴィジランス課題中に課題とは
関係の無い刺激（情動刺激）を呈示するだけ
で，注意が持続することを明らかにした本研
究の成果は，脱馴化法の応用可能性を示して
いる。 
本研究の成果は，国際誌に掲載され，国内

の研究会で講演を依頼されるなど，国内外の
研究者から高い評価を受けている。脱馴化法
は今後，長時間の認知作業を必要とするさま
ざまな場面（車の運転など）で，行為者のパ
フォーマンスを維持するための有効な手段
になることが期待される。 
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